
日時： 平成30年 3月 24日（土）　　晴れ

参加：

13時20分　温湯温泉郷の「鶴の湯」入浴料250円、ドライヤー3
分間10円、シャンプーやボディソープの備え付けは無いもの
の、建物も改装されて新しく、温泉も気持ち良く入れた。

ドーム型の特徴的な姿の黒森山は、
無線の要衝だ。NTTをはじめ、さまざ
まな無線中継アンテナが立っている。
中腹にある浄仙寺の背後には、黒石
市ゆかりの文学者の碑が並び、「文学
の森」として黒石市民らから親しまれ
ている。碑は1962年から建てられ、こ
れまで秋田雨雀、丹羽洋岳、鳴海要
吉、柴田久次郎らの碑が建てられた。

11時03分　八甲田山（南北）ビュースポット（山頂も含め三ヵ
所有り）で記念撮影。

11時20分　頂上着。黒石防災行政用電波塔のテラスで横一列に
並び昼食、おやつ、コーヒーをたっぷり頂く。

12時10分　下山開始。純白の衣をまとった岩木山のお姿に心洗
われ、登りには見つけられなかったバッケの蕗の薹の蕾、万作
の花に春の訪れを感じた。

13時05分　駐車場に到着。

14時17分　解散、2台の車に分乗、青森に向け出発。

※今回も自家用車で送迎して下さった、及川さんと櫻田さんあ
りがとうございました。

※新会員になられる予定の葛西さん、次回も是非ご参加を！

レポートby後藤悦子

至福の昼食＆コーヒータイム

体験参加の葛西さんです
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８名　Ｌ福田、及川、大石、櫻田、会津、白戸
後藤、葛西（体験参加）

　3月例会報告　≪　黒森山　≫　黒石市　　標高420m　　　　担当：福田

10時24分　夏道だと左右に幾重にも続くヘアピンカーブを歩く
のだが、前の週下見に来た福田さんが直登していた時、雪を踏
み抜いて埋まったという話を聞いていながらも、おバカ組は何
回かカーブを端折って直登しました。

13時07分　駐車場に到着。

万作の花に春の訪れを感じる

9時50分　赤い欄干を渡り、浄仙寺脇を少し上がった所に駐
車。身支度を整え１０時頃歩き始める。スノーシューやかんじ
き、長靴は白戸さんと私でしたが、彼女の靴底には全体に鋲が
打ち込まれてあり、初めてお目にかかる優れ物でした。

9時10分　及川さんと櫻田さんの車にそれぞれ拾ってもらい、
浪岡のアップルヒルで待ち合わせ。

9時18分　車２台出発。



：　平成30年　4月 27日（金）

：　現地集合、18：00〜

３．場　所

　　青森駅舎内正面右側

：　4,000円（会員は会で1,000円補助）

：　4月21日（土）

：　白戸三和子さん　電話・FAX 742-0360 

　　電話での申込みは17時までに願います

：　平成30年　4月 28日（土）

：　サンピ8：00　or　横内パーキング8：20

３．場　所

　　スノーシュー必要です

：　1,500円

：　4月21日（土）

：　白戸三和子さん　電話・FAX 742-0360 

　　電話での申込みは17時までに願います

６．申　込　

青森駅ビルの１階にあるレストランです。駅ビル
にある飲食店なので、ラーメン、定食、丼物などい
ろいろそろっています。またお酒に合うつまみ、食
事もあります。

４．会　費

５．締　切　

２．集　合 

：　お食事処「つがる路」　017-721-
0376

４．会　費

５．締　切　

６．申　込　

　4月年次総会案内　≪　お食事処「つがる路」≫　青森駅前　　担当：石井

：　酸ヶ湯温泉駐車場から登ります

１．日　時

　4月例会案内　≪　硫黄岳　≫　青森市八甲田　標高1,360m　　担当：櫻田

大岳の南に位置している端正な姿をした
山だ。夏道は無いが、春スキーの季節に
なるとスキーヤーでにぎわう。仙人岱避
難小屋から山頂をめざす人、傘松峠付近
からスキーを担いで登ってくる人…。み
んな、山頂から傘松峠付近への大斜面を
一気に滑り降りる醍醐味を楽しむ。かつ
て、この大斜面で、八甲田サマー・アル
ペンスキー大会が開かれたこともある。

１．日　時

２．集　合 
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